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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  静岡理工科大学星陵中学校・高等学校                      

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      ☑中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 418－0035  

       静岡県富士宮市星山 1068                              

  E-mail  info@starhill.ed.jp              

  Website  http://www.starhill.ed.jp            

  児童生徒数  男子 690 名   女子 739 名  合計 1429 名 

        児童・生徒の年齢 12 歳～ 18 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ☑ 国際理解 

 ☑ 世界遺産 

□ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

☑ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

・アメリカ短期語学研修 

１０～１１月にアメリカのカリフォルニア州にあるマッキンリービルハイスクー

ルへ生徒１６名と教員１名が１４日間語学研修を実施しました。マッキンリービ

ルハイスクールはユネスコスクールに所属しており、近隣にある「レッドウッド

国立公園」は世界遺産に登録されています。生徒たちは渡米前に地元の富士山や

日本の文化や歴史、世界遺産に関してプレゼンテーションを作成し英語で現地の

生徒たちに紹介しました。また、カリフォルニア州立大学ハンボルト校の学生と

も交流しました。 

 

・富士山清掃活動 

 ８月に富士宮市役所が主催する「富士山クリーン月間」に参加しました。具体

的な活動としましては「富士山麓のゴミ回収活動」です。地元富士山のゴミ回収

を通して「人類共通の財産である富士山の環境を守る意識」を育むことを目的と

したものです。参加者を募ったところ、８６名の生徒が参加してくれました。５

合目から６合目の清掃を行い、世界文化遺産を抱える地域住民として地元貢献が

できました。 

 

・グリーンスポット大作戦 

本校のガラス窓の一角にグリーンカーテンを設置し、校内の温室効果を下げ、環

境問題に貢献する活動を行いました。実質的には大きな効果を得られるほどの規

模ではありませんが、グリーンカーテンを製作することの意義を学び、環境保全

に対する意識を高めることができたと思います。また、直接関わらなかった生徒

に対しても、グリーンカーテンを目にすることで、学校の環境に対する取り組み

が理解できたのではないかと感じます。 

 

・地元文化紹介ポスター作成 

高校１年生は世界遺産について、また高校２年生は地元文化をまとめたポスター

を作成し、校内に掲示しました。世界には数多くの文化遺産が存在し、人類が今

後も守っていかなければならないものを学びました。また富士山も世界文化遺産

に登録されていますが、それ以外にも、地元で誇るべき文化や風習、また建造物

などが数多くあり、それらを知ることにより、生徒たちは、地域住民として受け

継いでいくべき大切なものを学ぶ良い機会を得ることができたと思います。 

 

・歳末助け合い募金 

今年度からの試みです。生徒たちの話し合いから困っている人たちのために何か

できないかということで活動が決まりました。募金箱の作成や、朝それぞれの担

当が当番制であいさつをしながら募金を呼びかけました。募金で集まったお金は

「NHK 歳末たすけあい」募金へと送り、国内の福祉施設や支援を必要としている方

へ役立てていただきました。募金活動を通して「人道・国際・奉仕」といった面

へ、生徒の視野を拡大し、貢献する意識・精神を育成することができたと思いま

す。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

☑ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

☑ その他（ ユネスコ委員会での活動   ） 

 


